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稼働月数に対する予測故障数
稼働月数に対する故障数の予測値は，下図の同色の領域の故障数を足し合わせた数となります．
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特定の月における予測故障数
よって，例えば，2013年1月から生産した製品の，2013年7月までの累積の故障数を予
測するには，各稼働月数での予測故障数の和を求める必要があります．

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

暦月

１月

２月

３月３月

4月

生
産
月

５月

６月

© 2013, The Institute of JUSE. All Rights Reserved.



特定の月における予測故障数
1月～7月までの累積故障数
＝1月出荷の稼働月数7の累積故障数 ①

+2月出荷の稼働月数6の累積故障数 ②
+3月出荷の稼働月数5の累積故障数 ③

+4月出荷の稼働月数4の累積故障数 ④
+5月出荷の稼働月数3の累積故障数 ⑤

荷 ⑥+6月出荷の稼働月数2の累積故障数 ⑥
+7月出荷の稼働月数1の累積故障数 ⑦
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特定の月における予測故障数
よって，1月～7月の累積故障数は，以下のように求められます．
1）「ワイブル型累積市場データ解析」の手法を起動して，ワイブル確率紙を描く．
2）確率紙画面で「確率紙/ハザード紙切替」ボタンを押し，縦軸を不信頼度F(t)にする．
3）予測画面に行き，7月までの出荷月分だけ，tに出荷月からの経過月（7,6,5,4,3,2,1）

を入力して不信頼度を計算する．
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特定の月における予測故障数
1月～7月までの累積故障数
＝1月出荷の稼働月数7の累積故障数 ①

+2月出荷の稼働月数6の累積故障数 ②
+3月出荷の稼働月数5の累積故障数 ③

+4月出荷の稼働月数4の累積故障数 ④
+5月出荷の稼働月数3の累積故障数 ⑤

荷 ⑥+6月出荷の稼働月数2の累積故障数 ⑥
+7月出荷の稼働月数1の累積故障数 ⑦

＝1月出荷数×F(7) ①
2月出荷数×F(6) ②+2月出荷数×F(6) ②
+3月出荷数×F(5) ③

+4月出荷数×F(4) ④
+5月出荷数×F(3) ⑤+5月出荷数×F(3) ⑤

+6月出荷数×F(2) ⑥
+7月出荷数×F(1) ⑦
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